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火山噴火予知連絡会拡大幹事会 

－霧島山（新燃岳）の火山活動に関する見解等について－ 

 

本日（10月 19日）、火山噴火予知連絡会拡大幹事会（会長：石原和弘 

京都大学名誉教授）を開催し、霧島山（新燃岳）の火山活動について検

討を行い、見解を取りまとめました。 

また、霧島山（新燃岳）総合観測班を設置することになりました。 

このことについて、下記のとおりお知らせします。 

 

 

 

記 

 

  ・霧島山（新燃岳）の火山活動に関する火山噴火予知連絡会拡大 

幹事会見解（別添１） 

 

  ・火山噴火予知連絡会「霧島山（新燃岳）総合観測班」の設置 

について（別添２） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【本件に関する問い合せ先】     

気象庁地震火山部火山課 

電話 03-3212-8341（内線4530）  
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霧島山（新燃岳）の火山活動に関する火山噴火予知連絡会拡大幹事会見解 

 

 

 

 

 

霧島山（新燃岳）では、10月 11日 05時 34分頃に山頂の火口から噴火が発生し、17

日未明まで概ね連続的に噴火が続きました。 

噴煙の高さは、開始当初の火口縁上数百ｍから12日以降は高まり、14日に2,300ｍが

観測されています。これまでのところ、大きな噴石の火口外への放出や火砕流はみられ

ず、火山灰を噴出する活動が続いています。火山灰の放出量は、16日までで数十万トン

と見積もられています。一時的に日量１万トンを超える火山ガス（二酸化硫黄）の放出

量も観測されています。火山灰の付着成分の分析から、高温のマグマに由来する火山ガ

スが関与したと考えられます。 

この噴火に先立ち、今年７月頃から霧島山を挟むGNSS基線で、霧島山の深い場所での

膨張を示すと考えられる伸びの変化が続いています。また９月下旬から新燃岳の火口直

下付近で火山性地震が増加しました。その後、10月９日に傾斜変動を伴う火山性微動が

発生し、10月11日の噴火に至りました。この傾斜変動は、新燃岳の北西数kmの地下深

くにあると考えられるマグマだまりの収縮と、新燃岳付近のわずかな膨張を捉えている

という解釈も可能です。 

噴火開始後には、低周波の微動や地震の増加もみられます。また、緩やかな傾斜変動

が９日の微動以降、16日頃まで継続しました。 

 

以上のことから、今回の活動はマグマが関与した噴火であると考えられます。 

 

2011年の新燃岳の噴火活動では、１月 26日から 31日にかけて多量の火山灰と軽石、

溶岩を噴出するマグマ噴火が発生し、その後、大きな噴石を飛散する噴火が数カ月間断

続的に発生しました。この活動の中で、急激な収縮がみられたマグマだまりは、その後

に収縮前と同程度に回復していると考えられます。 

当面、火山灰を噴出する噴火活動は継続すると考えられます。また、現在も地下深く

のマグマだまりにはマグマが蓄積されていると考えられ、今後、多量のマグマが新燃岳

直下へ供給されれば、規模の大きな噴火が発生する可能性もあります。 

 
 

 

【本件に関する問合せ先】気象庁地震火山部火山課   

電話：03-3212-8341（内線4530）   

別 添 １ 

霧島山（新燃岳）では、当面、火山灰を噴出する噴火活動が継続すると考えられます。

また、今後、多量のマグマが新燃岳直下へ供給されれば、規模の大きな噴火が発生する

可能性もあります。 



 

報 道 発 表 資 料 

平 成 29年 10月 19日 

気 象 庁 

 

霧島山（新燃岳）総合観測班の設置について 

 

本日（10月19日）開催の火山噴火予知連絡会拡大幹事会において、霧島
山（新燃岳）の火山活動評価に資する調査・観測等の計画を総合的に検討し、
これを実施することを目的として、火山噴火予知連絡会に「霧島山（新燃岳）
総合観測班」を別紙のとおり設置しました。 
 

 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【本件に関する問い合せ先】 
気象庁地震火山部火山課 
電話 03-3212-8341（内線 4530）  

別 添 ２ 



〔別紙〕 
 

霧島山（新燃岳）総合観測班について 
 

１．設置目的 
 霧島山（新燃岳）の火山活動評価に資する調査・観測等の計画を総合的に
検討し、これを実施する。 
 
２．構成 
 火山噴火予知連絡会に関連する大学・研究機関等で構成する。 
 
班 長 森田 裕一 （東京大学 地震研究所 教授） 
 
幹 事 大倉 敬宏 （京都大学 大学院理学研究科 教授） 
 同  大湊 隆雄 （東京大学 地震研究所 准教授） 
 同  齋藤  誠 （気象庁 地震火山部 火山課長） 
 同  篠原 宏志 （国立研究開発法人産業技術総合研究所 

活断層・火山研究部門 首席研究員） 
 同  清水  洋 （九州大学 大学院理学研究院 教授）  
 同  棚田 俊收 （国立研究開発法人防災科学技術研究所 

火山防災研究部門 部門長） 
 同  中尾  茂 （鹿児島大学 大学院理工学研究科 教授） 
 同  中田 節也 （東京大学 地震研究所 教授） 
 同  藤原  智 （国土地理院 地理地殻活動研究センター 

地理地殻活動総括研究官） 
 同  三浦  哲 （東北大学 大学院理学研究科 教授） 
 同  宮縁 育夫 （熊本大学 教育学部 准教授） 
 同  山里  平 （気象庁 気象研究所 火山研究部長） 

（五十音順） 
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